
編集後記

自信満々で行こう。自信なくても堂々といこう！ 応援しています！！

メンバー紹介
 A: 商学部 / 女子 / 実家暮らし / 神奈川県私立中高一貫校出身
 B: 経済学部 / 男子 / 一人暮らし / 鹿児島県公立高校出身
 C : 法学部 / 女子 / 実家暮らし / 神奈川県私立中高一貫校出身
 D: 社会学部 / 男子 / 実家暮らし / 東京都公立高校出身
 E : SDS学部 / 男子 / 実家暮らし / 東京都私立中高一貫校出身

Section1：大学生活について
 A：まず、入学後感じたギャップについてEさんからどうぞ。

 E：思ってた以上にキャンパス内に留学生がいる。

 D：あーわかる、食堂とかでよく見かけるかもー。

 B：あと、入学する前はあんまりキラキラしていないイメージもあったけど、ちょうどよくおしゃ
     れな人が多い気がする。特に先輩方がキラキラしてるー。

 C：確かに！ キャンパス内ですれ違う時に、あの人の服おしゃれってなること多いかも。

 A：あと一般的な大学生と比べると、一橋生は1年生から結構忙しいかもね。商学部はゼミと授業
　　の宿題が予想より重かったな。法学部とかも勉強大変って聞くけどどう？

 C：法学部は教場試験があって、思っていたよりがっつり論述試験で大変だったー。法曹コースを
      目指すためには春学期から全力でやる必要があるみたいで、法曹志望の人はかなり勉強してる。
      新設のSDS学部の授業はどんな感じなの？

 E： SDS学部は他学部より学部全体の人数が少ないから、対面授業が多い。学校に行く回数が多い    
      のは大変だけど、学部全体で仲良くなれるのは良いところ。高校のクラスの感覚が近いかも。

 A：他学部の必修は映像授業も多いし、対面授業で学部全体で仲良くなれるのはうらやましい。

 D：社会学部はレポートが多いな。提出時期が重なると大変。春・秋学期はゼミもあるからその課
      題も加わるね。

 B：そう考えるとゼミがなくてレポートも少なめだから、経済学部は比較的楽かなー。

Section2：空きコマの過ごし方
 C：ひたすら図書館で映像授業見てる。

 B：偉すぎる。国立で一人暮らしだから、チャリで家に帰ってゲームやってる。

 A：1 回家に帰れるのうらやましいー。

 D：授業を 2 コマ空けちゃうと実家勢はちょっと時間つぶすのに困るから、履修の時には気をつ
      けたほうがいいよね。あと、2, 3 限を両方とるとお昼ご飯の時間がタイトになるから、急い
      でお昼ご飯食べたくないならどっちかは空けるべき。

 B：2, 3 限どっちか空いていると、サークルの友達とかと昼食の前後で談笑できるし、そういう
      面でもおすすめ。

Section3：新歓イベントの感想
 A：一橋は新歓イベントが充実してるよね。スポーツ大会、クラスチャンピオンシップレー ス（ボー
　 ト大会、今年は雨で中止）、新歓合宿（来年から復活する予定）、KODAIRA 祭とか。
      全部クラス単位での行事だからクラスの仲が深まるよね。

 D：個人的にはスポーツ大会がすごく楽しかった！ 小学生以来やっていない大縄跳びが全員参加
      だったけど、クラスで集まって練習できたし記録が伸びていくのは達成感があった。

 A：大学でもこういうイベントがあるのは良いよね。

 C：イベント後に毎回ご飯行こうって誘ってたら、クラス全体で仲良くなれたよ。

 D：こういうイベントに積極的に参加するとクラス内の友達が増えるし、クラスメイトと受ける
       PACE（英語の必修授業）も楽しくなるよね。

夏本を最後まで読んで
くださりありがとうご
ざいました。これから
先受験勉強で辛いこと
がたくさんあるかもし
れませんが、楽しい大
学生活を想像しながら
頑張ってください。
　　　　　　宮崎来実

ご精読ありがとうござ
いました。今年度に受
験を控える 3 年生、受
験に意識を向け始めた
1・2 年生、そのどち
らにとっても夏本の情
報が方向性を定める一
助になれば幸いです。
　　　　　　　原寛和

夏本を編集していると
1年前を思い出して懐
かしくなりました。こ
の本が少しでも皆さん
の参考になれば幸いで
す。勉強と休息のバラ
ンスを大切に夏休みも
頑張ってください。　
　　　　　　　高木穗

勉強は大変だと思いま
すが、得た知識は自分
の糧になります。この
本が皆さん受験生を応
援する一助となれば幸
いです。特に夏は暑い
ので体調管理には気を
付けて頑張って！　　
　　　　松野下翔希

夏本を手に取っていた
だきありがとうござい
ました。夏からならま
だまだ皆さん伸びま
す！あきらめずにここ
から気を引き締めてい
きましょう！秋本もお
楽しみに！　
　　　　　長谷川大和


